
アンダーパスに突っ込み間一髪で脱出

８月13日の晩、そんなことにな
るなんて全く思いもせずに気持
ちよく寝てたら、役所から被害
が発生しているから出動してく
れというような話があり、真っ
暗な中を車で役所に向かいまし
た。
今まで、たいがいの雨の時でも水がついたことはありま
せんでした。
雨がきつかったので、水しぶきだけしか見えないよう
な状況で、ヘッドライトをハイにして走っていて、何
の疑いもなくアンダーパス＊を通り抜けようとしたん
です。そうしたら、あれよあれよという間にハンドル
が効かなくなり、車に水が入ってきて、前のドアが開
かなくなり「どうしようかな」とあせりました。ハン
マーも積んでませんでした。

後ろの席に行ってドアをクッと開けたらちょっとだ
け開きましたので、脚をはさみ込んで、スルッと体
を抜くようにして車の外に出たら、もう胸の下ぐら
いまで水が来ていて、這うようにして手前の信号の
方に戻りました。

後で考えると背筋の寒くなる話で、今では、ハンマー
もちゃんと買って、運転席からすぐ取り出せるよう
ダッシュボードの中に入れています。

＊アンダーパスとは、交差する鉄道や道路などの下
を通過するため、周辺の地面よりも低くなっている
道路のこと。
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